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ミャンマーでは、アウン・サン・スーチー氏が軟禁状態を解かれ、2012 年 4 月、国会議
員に当選し政治活動を公的に再開した。そのことが象徴的なパブリシティとなり、テイン・
セイン大統領を中心とする政治体制は実務的にも民主化路線へ向かっており、経済発展を




めしそうな表情で言われるのであるが― 「NATO」（No Action Talk Only）と現地で言わ
れており、現在では「LLLL」(4L : Look, Listen, Learn and Leave)と言われているという


















































































1 ９人以下 0 0.0
2 １０～９９人 100 33.3
3 １００人～９９９人 100 33.3
4 １，０００人以上 100 33.3
10 人未満の非常に小規模な企業は除外した。そいて、10～99 人、100～999 人、1000 人以
上の 3 グループに分け、それぞれに均等に配分した。
表２ 産業分類
10-99 人 100-999 人 1000 人以上 計
食品系 15 15 15 45
繊維系 8 8 8 24
紙・木材系 15 15 15 45
化学系 15 15 15 45
鉄銅・電子機器系 47 47 47 141










1 １千万円以下 34 11.3
2 １千万円超～２千万円以下 31 10.3
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3 ２千万円超～３千万円以下 11 3.7
4 ３千万円超～５千万円以下 28 9.3
5 ５千万円超～１億円以下 37 12.3
6 １億円超～３億円以下 25 8.3
7 ３億円超～１０億円以下 20 6.7
8 １０億円超 104 34.7




1 ミャンマー 8 2.7
2 中国 121 40.3
3 香港 55 18.3
4 台湾 72 24.0
5 韓国 60 20.0
6 シンガポール 64 21.3
7 タイ 75 25.0
8 マレーシア 43 14.3
9 インドネシア 48 16.0
10 フィリピン 36 12.0
11 ベトナム 44 14.7
12 インド 38 12.7
13 オーストラリア 36 12.0
14 カンボジア 11 3.7
15 ラオス 6 2.0
16 バングラデッシュ 8 2.7
17 北米 102 34.0
18 ブラジル 41 13.7
19 その他南米諸国 24 8.0
20 西欧 82 27.3
21 中・東欧・露・ＣＩＳ 34 11.3
22 アフリカ・南アフリカ共和国 21 7.0
23 その他アフリカ諸国 12 4.0
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24 その他 3 1.0





1 興味があり、具体的な調査をしている 12 4.1
2 興味はあるが、具体的な検討まではしていない 32 11.0
3 有益な情報があれば、検討したい 57 19.5
4 以前進出を検討したが、あきらめた 4 1.4
5 以前進出をしたが、撤退した 1 0.3





1 人材確保 50 49.5
2 電気等の供給 45 44.6
3 電話・インターネット等の通信網 27 26.7
4 情報収集体制 31 30.7
5 送金システム 27 26.7
6 貨物輸送 37 36.6
7 政治的情勢 62 61.4
8 商習慣 40 39.6
9 法制度等（知的財産権の保護・税法・労働法） 43 42.6
10 為替リスク 26 25.7
11 産業の集積状況 24 23.8
12 産業廃棄物の処理 9 8.9
13 日本からの距離 18 17.8
14 すでに進出した地域からの距離 1 1.0
15 ＴＰＰへの参加可能性 6 5.9
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16 その他 2 2.0





1 製造技術 31 30.7
2 製造分野の中のワーカー層 38 37.6
3 生産管理 17 16.8
4 経理・経営管理 15 14.9
表８ 上の「製造技術」について、求める技術を以下の中から、1 位から 3 位までを選んで
ください。
1 位 2 位 3 位
回答数 回答数 回答数
全体 101 101 101
1 日本語能力 11 3 3
2 英語能力 12 7 8
3 ＩＴ関連能力 1 2 2
4 計算力 0 3 0
5 会計知識 1 1 2
6 製造に関する知識 28 18 15
7 品質管理に関する知識 18 26 7
8 仕入れ・在庫管理に関する知識 1 2 7
9 工程管理に関する知識 4 9 19
10 日本の法律に関する知識 1 1 3
11 ミャンマーの法律に関する知識 0 2 2
12 他社での経験 1 3 0
13 現地の職業訓練校で、業務に関連する訓練を受けていること 2 4 2
14 大学卒業程度の基礎学力 1 2 3
15 高等学校卒業程度の基礎学力 2 4 5
16 小・中学校卒業程度の基礎学力 0 1 0
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17 リーダーシップ 0 0 3
18 部下に対するマネジメント能力 0 1 3
19 コミュニケーション能力 11 6 10
20 協調性 7 6 6
21 創造性 0 0 1
表 9 生産管理
1 位 2 位 3 位
回答数 回答数 回答数
全体 101 101 101
1 日本語能力 11 3 5
2 英語能力 13 5 6
3 ＩＴ関連能力 2 2 2
4 計算力 3 2 2
5 会計知識 0 1 1
6 製造に関する知識 14 13 14
7 品質管理に関する知識 15 25 13
8 仕入れ・在庫管理に関する知識 7 15 10
9 工程管理に関する知識 12 16 18
10 日本の法律に関する知識 1 2 0
11 ミャンマーの法律に関する知識 2 1 1
12 他社での経験 1 1 1
13 現地の職業訓練校で、業務に関連する訓練を受けていること 2 1 3
14 大学卒業程度の基礎学力 2 2 5
15 高等学校卒業程度の基礎学力 2 2 2
16 小・中学校卒業程度の基礎学力 0 0 0
17 リーダーシップ 2 1 1
18 部下に対するマネジメント能力 1 2 2
19 コミュニケーション能力 7 5 3
20 協調性 4 2 11
21 創造性 0 0 1
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表 10 経理・経営管理
1 位 2 位 3 位
回答数 回答数 回答数
全体 101 101 101
1 日本語能力 14 7 6
2 英語能力 18 8 5
3 ＩＴ関連能力 1 2 9
4 計算力 2 9 3
5 会計知識 25 25 12
6 製造に関する知識 2 2 4
7 品質管理に関する知識 1 4 2
8 仕入れ・在庫管理に関する知識 1 4 9
9 工程管理に関する知識 4 0 1
10 日本の法律に関する知識 3 1 0
11 ミャンマーの法律に関する知識 5 7 10
12 他社での経験 2 3 4
13 現地の職業訓練校で、業務に関連する訓練を受けていること 1 0 3
14 大学卒業程度の基礎学力 2 8 3
15 高等学校卒業程度の基礎学力 1 1 1
16 小・中学校卒業程度の基礎学力 0 0 0
17 リーダーシップ 4 4 7
18 部下に対するマネジメント能力 3 10 4
19 コミュニケーション能力 9 4 7
20 協調性 3 2 7






1 人材確保 3 60.0
2 電気等の供給 1 20.0
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3 電話・インターネット等の通信網 2 40.0
4 情報収集体制 0 0.0
5 送金システム 0 0.0
6 貨物輸送 0 0.0
7 政治的情勢 1 20.0
8 商習慣 0 0.0
9 法制度等（知的財産権の保護・税法・労働法） 0 0.0
10 為替リスク 2 40.0
11 産業の集積状況 0 0.0
12 産業廃棄物の処理 1 20.0
13 日本からの距離 0 0.0
14 すでに進出した地域からの距離 0 0.0
15 ＴＰＰへの参加可能性 0 0.0





1 事業規模の拡大を図る 137 45.7
2 現状を維持する 75 25.0
3 事業規模の縮小、撤退が必要と考えている 8 2.7
4 今後とも海外への投資は行わない 74 24.7





1 既存ビジネスの拡充、新規ビジネスを検討している 112 37.3
2 既存のビジネス規模を維持する 80 26.7
3 既存ビジネスの縮小・撤退を検討している 11 3.7
4 今後ともビジネス展開は行わない 97 32.3






































































6 日本経済新聞 2012 年 9 月 27 日夕刊



































7 井上久男・現代ビジネス「ニュースの深層」2012 年 9 月 28 日













Observations 300 300 300
Pseudo R2 0.104 0.0403 0.0901
Log likelihood -176.2 -188.7 -178.9
Robust standard errors in parentheses


















































の結果（特に限界効果の導出）には注意が必要であることが Ai and Norton(2003)により指
摘されている。本稿での交差項の結果は Ai and Norton(2003)により示された代替的方法に
よっても同様の結果が得られることを確かめている。




(1) (2) (3) (4)
中国 0.110 0.0713 0.0175 0.0430
(0.101) (0.101) (0.0958) (0.0931)




拡大ダミー 0.328*** 0.256*** 0.266***
(0.0651) (0.0720) (0.0725)
繊維系 0.179 0.164 0.179 0.193
(0.121) (0.122) (0.123) (0.122)
食品系 -0.00800 -0.0173 -0.0164 -0.0224
(0.0811) (0.0809) (0.0820) (0.0813)
紙・木材系 -0.0975 -0.0654 -0.0848 -0.0560
(0.0806) (0.0854) (0.0835) (0.0869)
化学系 -0.0517 -0.0601 -0.0565 -0.0299
(0.0869) (0.0861) (0.0871) (0.0863)
大企業ダミー -0.0590 -0.0641 -0.0621 -0.0355
(0.0791) (0.0793) (0.0788) (0.0789)
東アジア 0.0699 0.0643 0.0790 0.0947
(0.103) (0.100) (0.0961) (0.0962)
アセアン 0.0443 0.0264 0.0276 0.0397
(0.0966) (0.0958) (0.0932) (0.0936)
インド -0.00626 0.0114 0.000846 0.0196
(0.121) (0.121) (0.119) (0.121)
アメリカ大陸 0.0492 0.0345 0.0391 0.0546
(0.120) (0.118) (0.117) (0.115)
欧州大陸 -0.182* -0.190* -0.205** -0.233**
(0.102) (0.0980) (0.0932) (0.0903)
アフリカ・オーストラリア 0.207 0.211* 0.244* 0.266**
その他 (0.129) (0.127) (0.127) (0.126)
Observations 300 300 300 300
Pseudo R2 0.168 0.182 0.194 0.159
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Log likelihood -163.6 -160.8 -158.5 -165.4
Robust standard errors in parentheses
*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1
４．ミャンマー労働人材へ求めるもの






















11 これら 3 分野の分野の相対的重要性は表 7 において示されている。
















クラスター数の決定については、Calinski & Harabasz’s pseudo-F index により、それ
ぞれ、製造技術は２つ、生産管理は２つ、経営管理は３つに決定した。結果は図２，３，
４に示されている。























cluster2 cluster2 cluster2 cluster3
中国 -1.002* -1.526** -0.338 -0.995
(0.602) (0.607) (0.771) (0.792)
繊維系 -0.614 -1.024 -0.859 0.439
(0.626) (0.730) (0.980) (1.099)
食品系 -0.847 -1.309* -0.563 -1.678
(0.727) (0.669) (0.941) (1.091)
紙・木工系 -0.695 0.170
(0.802) (0.719)
化学系 0.772 0.260 -1.514** -1.473*
(0.718) (0.672) (0.756) (0.839)
大企業ダミー 0.0595 -0.269 0.742 1.701**
(0.642) (0.615) (0.738) (0.792)
東アジア 0.523 0.288 -0.0654 -0.798
(0.692) (0.651) (0.696) (0.833)
アセアン 0.384 0.114 -0.0698 -0.520
(0.552) (0.529) (0.680) (0.719)
インド 1.448 1.521* -0.425 0.0779
(0.911) (0.920) (1.624) (1.754)
アメリカ大陸 -0.364 0.541 1.524 0.329
(0.674) (0.661) (1.213) (1.365)
欧州大陸 1.058 0.0308 -2.700** -1.113
(0.784) (0.725) (1.231) (1.341)
アフリカ・オーストラリア 0.182 -1.127 1.334 2.037
その他 (0.861) (0.978) (1.818) (1.894)
定数項 0.195 0.932** 1.394** 1.048
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(0.427) (0.472) (0.578) (0.661)
Observations 101 101 101 101
Pseudo R2 0.146 0.131 0.129 0.129
Log likelihood -59.10 -60.61 -91.47 -91.47
Robust standard errors in parentheses


























日本経済新聞 2012 年 9 月 27 日夕刊において、JICA とミャンマー商業省が連携し、「日
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